青明舎　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年9月24日　担当：原　佳伸

	登　録　者
	氏　名　　　　田中　宏明　様　　　男・女　　　　昭和61年6月19日生（21歳）

	
	〒　　　住　所　八戸市白山台4丁目15－4　　電話　0178－23－4670

	
	病　　名
	統合失調症・発達障害
	合　併　症
	

	
	発症時期
	　平成12年頃（14歳時）
	罹 患 期 間
	約7年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	　　　　なし

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	隔週（火曜日）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5000円
	　申請中

	経済状況
	年金
	なし　　

	
	その他
	　うみねこ幸房（約2000円）、両親から月に10000円

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　うみねこ幸房（月・火・木）

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	H19年4月11日
	身長
	170cm
	体重
	63kg

	最終学歴
	八戸工業高校定時制　卒業
	免許・資格
	普通自動車免許

	職　歴
	平成18年　5月～2週間　　　　大石産業
	

	保　護　者
	氏名　田中　節夫　様　　　　　　　続柄　父　（同居　・否）

	利用目的

・就労相談場所



	入院・治療歴　

・平成19年2月27日～　現在　　　　通院　　　　青南病院外来



	生活歴

むつ市にて同胞２名の第1子として出世。本人４歳頃に八戸市へ転居。八戸市の小・中学校を卒業している。中学校２年の夏から中学校３年まで不登校であった。中学生2年の頃から、外出すると誰かに見られている感じがあった。高校では同級生との会話についていけないと悩んだり、悪口を言われたことがあり、不安感を感じるようになっていた。高校卒業後は、派遣会社へ登録し、リサイクル工場で働いていたが、流れ作業のスピードについていけず２週間で退職。その後は仕事はせず、自宅で無為に過ごしていた。この頃より幻聴が出現し、夜間覚醒することもあった。平成19年2月27日当院初診。以後当院への外来通院・服薬を継続している。



	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　両親と妹の４人暮らし。父親が看板の会社を経営している。妹が統合失調症であり、みかわ神経内科通院中である（青南病院通院歴あり）。妹は精神障害者通所授産施設「双柿舎」へ通所している。経済面は両親に援助してもらっている。平成20年8月が障害認定日となり、障害者年金申請予定。


平成　19年9月24日　（月）

	氏　名
	田中　宏明　様
	男・女
	生年月日
	　昭和61年6月19日　（21歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 就労に必要な技術を身につける。

· 基礎体力をつける。


　　　　　　

	これまでの経過

	平成19年4月11日、主治医紹介により来所される。作業所で訓練して働きたいという希望があり、本人なりにインターネットで作業所について調べており、作業内容や収入についても理解している。4/13に青明舎職員同行し作業所を見学している。本人は「堅苦しい所…と思っていたがこれなら通いやすい」と話している。5/7よりうみねこ幸房利用開始となる。幸房での作業はパッチワークのみ。5/10作業終了後、青明舎へ来所しており、若い人が多い作業所を見学したいと相談がある。青明舎職員より精神障害者通所授産施設「双柿舎」の見学を提案する。
8/21うみねこ幸房で作業終了後に来所。掃除訓練できる場所はないかと相談に来ている。本人は「今日相談して明日から利用したい」と話す。やや焦燥感あり。いきなり仕事というのでは見学・実習と段階を踏んでから行うことを説明する。8/28パンション・リヴェイラで職場見学を行う。作業を見学したり、実際に作業体験を行う。洗面所の掃除を行っているが慣れないために大変と話す。その後、パンションの担当者も含め、体験実習の話し合いを行い、週3回（水・木・金）10時～12時の2時間作業を行うこととしている。（9/12より実習開始）9/14本人より電話がある。「パンションの事を考えると眠れない、本当に出来るか不安、実際に作業をしてみて自分にはまだ早いと感じた、実習を中止してほしい。」と話す。作業は中止とし、幸房に専念することとしている。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①就労について
	現在、うみねこ幸房に週３回（月・火・木）午前中のみ通っている。（9:30～12:00）

· 段階ごとに積み重ね、現在できること・できないことを明確にする。

· 作業技能、体力の向上を実感し、自信をつける。

· 相談しやすい環境を作る。

· 作業に慣れてきたら日数・時間を増やして行き、最終的には週5日、9:30～16:00の6時間30分（休憩時間を含む）通えるようにする。
· ハローワーク登録（将来の事を見据え、登録を行う。現段階では登録のみ行う。）


	　　ヶ月


プラン計画者　氏名：原　佳伸　

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

広美氏





本人





節夫氏（保護者）











真奈美氏


統合失調症








